
～☆～～☆～～☆～～☆～～☆～　団体サポート会員様紹介コーナー　～☆～～☆～～☆～～☆～～☆～

R3. 7.25
第９９号

（毎月発行）題字は小千谷西高等学校の生徒の作品です。

回覧

ワークショップ想がオープン！

障害者のための就労支援施設「ワークショップ想」が東小千谷に

オープンします。

所在地： 東栄２－４－１７（東栄２丁目バス停前）

事業内容： ８月２日～ 日中一時支援事業（菓子等製造を行います）

対象者・・身体障害のある方、広義の精神障害のある方、

難病等疾患のある方

目的・・・障害者等の日中における活動の場を確保し、障害者等の家族等の

就労支援および障害者等を介護する家族の一時的な休息の確保

１０月１日～就労支援Ｂ型事業（パン、お菓子等の製造・販売）

対象者・・就業可能年齢～６５歳未満

目的・・・年齢や体力などの面で雇用契約を結んで働くことが困難な方が、軽作業

などの就労訓練を行うことができます。

営業時間： ９：００～１６：００

定休日： 土曜日・日曜日・祝日

連絡先： ＮＰＯ法人 想（そう） （望月博之 ０９０－６９６７－３６３４）

新潟大学で地質学を学ぶ松本弥桜（みお）さんが、卒業論文作成のた

めに野辺川の地質調査を目的として小千谷に来ておられます。東小千谷

に拠点を置き、８月中の予定で調査を行うそうです。

松本さんは猛暑の中、クマ出没地域に近いところで調査していました。

歴史に興味があるという松本さんは、調査を通じて200万年以上前のこ

とがわかることが面白いと話していました。

（次号に続きます。）

昨年より１８日も早く、７月１４日に梅雨明けが発表されました。まだ、マスクを完全に外すことは困難

かもしれませんが、熱中症にならないように気を付けてお過ごしください。１年延期されたオリンピッ

ク・パラリンピックもようやく始まります。家の中で涼しくしてテレビ観戦しましょう。

～東小千谷の自然と歴史を探る～
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「おっこの木」の前で

７～８月のイベント

８月 ５日（木） オカリナ教室

会場 東栄会館２階

時間 10:00～11:30

参加費 700円（会員）

地域おこし協力隊員を訪問（２）

小千谷市在住の地域おこし協力隊員を訪ね、どのような想いから

小千谷に来られたか、どんな活動をされているのか等についてお話

を伺うシリーズの第２回目です。

今回はＭｔ．（マウント）ファームわかとちの松澤和輝さんを、勤務場所の古民家民宿

「おっこの木」に訪ねお話をお聞きしました。

松澤さん（27歳）は静岡県のご出身ですが、大学のゼミで地域創生について学んだことか

ら、ソフトウェア会社での勤務を２年余り経験した後、地域おこし協力隊員に応募されまし

た。小千谷市には令和元年８月に着任され、来年７月までの予定で活動中です。

応募先として小千谷を選択したきっかけは、情報収集のために移住フェアに行かれた際に、

小千谷市のコーナーで説明を聞いたことだったそうです。着任前の下見を兼ねて、小千谷市

主催の体験ツアーに参加されたそうですが、実はその際にねこの手除雪応援隊のアーケード

除雪も体験していただいたことがわかりました。（右下の写真）

小千谷に着任した際の印象としては、人混みが苦手な松澤さんには空気感が合っているこ

と、山間部でありながら市の中心部への距離が比較的短くて便利だと感じたそうですが、そ

の後経験された雪の量は想像を超えるものだったようです。

勤務先のＭｔ．ファームわかとちは、米や山菜の生産・販売、農作業の作業受託とおっこ

の木の運営を行っています。松澤さんは若栃集落の家を借りて住み、おっこの木の接客等を

手伝うとともに、ＳＮＳやＷｅｂによる情報発信を担当されているとのことです。他の協力

隊員とは、毎月行われる会議で活動報告や情報交換を行っています。

残る期間は１年余りとなりましたが、終了後も小千谷に残って仕事をしたいと話しておら

れました。

おぢや雪満喫ツアーで（後列中央）
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